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●不登校児童生徒にも等しく補助・支援を 

Ｑ． 

給食費値上げに対する 2,820 万の補助について、義務教育期間を自宅や学校以外で過ご

す不登校の児童生徒に対して何の補助もしないのはなぜですか？ 

このようなやり方では義務教育期間を学校で過ごしていない不登校の子供たちは何の恩

恵も受けられません。給食への補償だけではありません！学校に通わないことは悪いこと

ではないと言いながら、国が認める教育機関は学校しかなく、ひとたび子供が学校という

枠にハマれなければ、学習も日中の居場所も全て家庭に丸投げ。学校は保護者に教科書を

渡せば教育を提供したことになるのですか？新発田市は文科省通知以後、学校以外の選択

肢を増やすどころか、適応指導教室の規模を縮小しましたね。子供たちの居場所を奪い、

保護者の送迎の負担を増やしたのではないですか。学校が子供たちに適応するという発想

はないのですか？なぜ新発田市は子供を学校へ適応させることにこだわるのですか？ 

不登校の子供を持つ家庭は何の補償も受けられず全てのことにおいて自己責任・自己負

担を強いられ、一方で何不自由なく学校に通える子を持つ家庭はしっかり税金の恩恵を受

けられる。こんな不公平なことがありますか？一刻も早く不登校児童生徒に対しまともな

支援と補助をしてください！ 

（令和 4年 6月受付） 

Ａ． 

 はじめに、市内幼稚園、保育園、小・中学校の給食食材費補助につきましては、昨今

の物価高騰により学校給食費への影響が顕著となってきていることから、学校給食の質、

量の維持と子育て世帯への負担軽減を図るため、激変緩和措置として今年度に限り実施

するものであります。本事業の趣旨をご理解いただきますようお願い申し上げます。  

 次に、当市における、不登校児童生徒への対応についてであります。全国的に不登校

児童生徒数は増加の一途をたどっており、市内においても同様に増えているという認識

であります。学校へ通えなくなる原因はそれぞれあるとは思いますが、まずは、お子様

が安心、安全に過ごされることを祈るばかりです。 

 さて、当市では、不登校児童生徒のための適応指導教室「さわやかルーム」を開設し

ております。現在は、7 月 1 日時点で 15 人の児童生徒が通室していると聞いておりま

す。お子様やご家庭の希望に合わせ、できる限り柔軟に対応できるような体制で運営さ

れており、通室中は、それぞれのお子様のペースで学習をしたり、体育館においてスポ

ーツに興じたり、趣味の活動をしたりしております。ニーズに合うようでしたら、ご利

用いただければ幸いです。 

 現在の状況や、今後の見通しも踏まえた上で、不登校児童生徒等への対応について、

検討するように、市教育委員会に指示しました。" 

（令和 4年 7月 8日回答） 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 



子育て・教育 

●物価高騰に対する緊急対策について 

Ｑ． 

給付金の支給対象が「生活困窮世帯に対する小中学生」となっていますが、未就学児や

乳児など、新発田市に住むすべての子どもを対象にしていただくよう、ご検討をお願いで

きないでしょうか。現在の物価高騰で大変な思いをしているのは、子育て世帯全体に言え

ることです。これから学校が夏休みに入ったり、出費がかさむことも承知ですが、幼稚園

にも夏休みがありますし、お盆などの行事は子どもの年齢に関係ありません。また、未就

学児にはオムツやミルクなど、小中学生ではかからない出費も多々あり、この物価高騰で

毎日非常に苦しい思いをして過ごしています。以前のご意見の中に「少しでも安い品を購

入する」「子どもが欲しいと言ったものも我慢させている」という訴えがありましたが、そ

れは子どもの年齢に関係なく、多くの子育て世帯がそのように過ごしているのではと思い

ます。なぜ、同じ「子どものいる世帯」なのに、年齢で支給対象を分けてしまうのでしょ

うか。私はその内容を知った時、小中学生以外の子育て世帯は大変じゃないとでも思って

いるのかな…と、子どもの年齢によって対応が異なることに、悲しい気持ちになりました。

私の周囲でも、同じく疑問に感じている方々が沢山います。二階堂市長は今までも、そし

て今回の対策についても、市民のことを考えて、とても頑張ってくれているのが解ります。

給食費の補助も、ありがたいです。きっと「すべての子育て世帯」が大変な思いをしてい

ることも、ご理解くださっていることと思います。ただ、「子育て中の市民が少しでも希望

を持ち」「強い気持ちで子どもと前に進んでほしい」とおっしゃるならば、新発田市のすべ

ての子どもたちに平等に対策を行ってほしいと思います。お手紙を書くのも心苦しいので

すが、二階堂市長であれば、一市民の意見も親身に受け止めてくれるのではと思ったので、

ご意見をさせていただきました。大変恐縮ですが、今一度、ご検討をお願いできますと幸

いです。よろしくお願いいたします。 

（令和 4年 7月受付） 

Ａ． 

 当市が６月上旬に発表した「原油価格・物価高騰に伴う緊急経済対策」に盛り込みま

した市独自の取組である「生活困窮世帯児童生徒臨時給付金」は、国による「低所得（住

民税非課税）の子育て世帯に対する１８歳以下の子ども１人につき５万円の給付金」の

対象とならない「生活困窮世帯の小中学生」を対象に給付金を支給するもので、「国の

支援が行き届かないご家庭を市が支援することで、子育て世帯の方々が少しでも希望を

持ち、新型コロナウイルスに負けない強い気持ちを持ち、お子様と一緒に進んでいって

いただく一助になれば」との願いを込めて実施することといたしました。「年齢で支給

対象を分けるのか」とのご意見でありますが、本給付金の目的は、生活実態が非課税世

帯と同程度に困窮している子育て世帯に対し、等しく支援の手を差し伸べたいというも

のですのでご理解願います。なお、現在は生活困窮世帯の高校生などを対象とした支援

の実施も検討しているところであります。 

 「物価高騰で大変な思いをしているのは子育て世帯全体」とのご意見は、私も同感で



子育て・教育 

すが、同じく物価高騰に苦しんでいる子育て世帯以外の市民や事業者の皆様にも支援の

手を差し伸べていかなければならない状況下において、所得に関係なく全ての子育て世

帯に多額の予算を投じて給付金を支給することは難しいことを重ねてご理解願います。 

 「緊急経済対策」では、給付金の他にも事業者支援を兼ね、子育て世帯のみならず全

市民を対象に「５割増し」という過去最大のプレミアムが付いた「今・得プレミアム商

品券」を発売しており、１万円分の購入で 1万５千円分の買い物ができる家計に優しい

商品券となっていますので、お買い求めいただければ嬉しい限りです。 

 私としては、コロナ禍や物価高騰下によらずとも、子育て世帯に対する経済的支援を

継続的に行っていくことが何よりも重要と考え、これまで「子ども医療費助成」及び「第

３子以降保育料・副食費無料化」の拡充、「子育て応援カード」の発行などに取り組ん

できましたし、この４月には、全国に先駆けて「２歳児保育無料化」及び「放課後児童

クラブ無料化」の取組をスタートさせていますので、ご利用いただけるサービスがあり

ましたら幸いです。 

 この度はご希望に添った回答ができず申し訳ありませんが、物価高騰は先が見通せず

長引くことが想定され、子育て世帯をはじめ市民や事業者の皆様の負担軽減に向けた制

度構築が今後の重要な課題となります。貴重なご意見は、他の子育て世帯の方々の声な

き声をも代弁するものと受止め、今後の検討の参考とさせていただきます。 

（令和 4年 7月 27日回答） 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


